
羽田空港への到着便経路変更検討会

主催：池田山住環境協議会
日時：2016年6月19日 東京デザインセンター会議室
講師：国交省東京国際空港環境企画調整室長星明彦氏

高度
450ｍ

現在到着出発あわせて１時間あたり８２回までが限界

→ 離着陸を９０回に増やせる

→ 今後C滑走路東側にもう１本新滑走路をつくる余地

が生まれる

南風時の新飛行経路（年間平均４割）

15時～19時 これ以外の時間帯は従来の経路





72dB～77dB



＊Ldenとは1日に発生した

航空機騒音のエネルギー

総量を平均した指標で、

地上騒音も含む。

今はこれを基に騒音被害

救済が図られる。



伊丹空港周辺調査
日時：2016年5月15日午後2時～4時
調査地：大阪市立柴島中学校付近

柴島1丁目新大阪駅

河川敷では飛行音は拡散して他の簾音と相殺されたが、新大阪駅
付近では、直接音にビル街の反射音が重なるせいか大きな音となる。

飛行ルートから数百メートルは飛行範囲内となる
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